
17 16

一

般

質

問

一

般

質

問

町政を問う町政を問う

　

介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
各
地
域
で
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

さ
ら
に
進
め
、
深
化
推
進

を
図
る
こ
と
を
課
題
と
あ

げ
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、 

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
大
き

く
コ
ピ
ー
し
て
、
住
民
の

目
に
触
れ
、
言
葉
等
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
考

え
は
。

　

新
聞
で
は
、｢

圏
域
連

携｣

の
ま
ち
づ
く
り
を
促

進
す
る
た
め
関
連
法
の
整

備
な
ど
を
急
ぐ
と
の
記
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く

の
か
、
圏
域
連
携
に
つ
い

て
考
え
を
伺
い
ま
す
。 

門馬まりえ 議員北郷伯弘 議員

　

日
本
産
婦
人
科
学
会
に

よ
る
と
、
不
妊
は
約
10
組

の
カ
ッ
プ
ル
に
１
組
と
言

わ
れ
て
お
り
、
当
町
に
も

不
妊
治
療
に
取
り
組
ん
で

い
る
御
夫
婦
が
生
活
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、

①
町
に
不
妊
治
療
助
成
に

関
す
る
相
談
等
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

②
費
用
の
多
く
は
、
保
険

適
用
外
と
な
り
、精
神
的
、

経
済
的
負
担
は
多
大
な
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

町
で
助
成
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
不
妊
治
療
費
助
成
の
相

談
が
あ
っ
た
折
、
県
と
の

連
携
に
基
づ
き
、
県
の
助

成
事
業
で
あ
る
「
福
島
県

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
」で
対
応
し
て
い
ま
す
。

②
不
妊
治
療
に
は
多
く
の

時
間
と
費
用
を
要
し
、
大

き
な
精
神
的
負
担
が
あ
り

ま
す
。

　

経
済
的
、
精
神
的
不
安

解
消
の
た
め
、
不
妊
治
療

の
助
成
制
度
を
前
向
き
に

検
討
い
た
し
ま
す
。

町
長

門
馬

①
「
生
き
生
き
百
歳
体
操
」

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
に
掲
示
し
、
制
度
の

趣
旨
普
及
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

②
現
在
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
１
名
を
配
置
し
、

３
名
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム

を
念
頭
に
、
ニ
ー
ズ
や
事

業
量
等
を
勘
案
し
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

③
医
療
生
活
圏
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、医
療
・
介
護
・

予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

政
府
が
進
め
る
圏
域
の

単
位
は
、
20
万
人
以
上
の

中
核
都
市
を
中
心
に
近
隣

の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

た
生
活
圏
等
を
形
成
す
る

合
併
を
前
提
と
し
な
い
内

容
で
す
。

　

町
は
、
広
域
連
携
を
形

成
し
て
お
り
、
被
災
地
域

と
し
て
、
何
が
で
き
、
何

が
で
き
な
い
の
か
を
見
極

め
た
上
で
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

制
度
を
分
か
り
や
す
く
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く

町
長
／
趣
旨
普
及
・
構
築
に
努
め
る

今
後
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
の
か

町
長
／
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

門
馬

門
馬

町
長

町
長

ヴィレッジ新駅高齢者福祉

圏域連携通学路

災害時対応

不妊治療速度制限

費用を助成する考えは
町長／前向きに検討する

②
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
置
と
あ
り
ま
す

が
、
増
員
に
な
る
の
で
す

か
。

③｢

相
双
地
域
医
療
調
整
会

議｣

が
発
足
し
、
病
院
か
ら

退
院
後
の
切
れ
目
な
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
仕
組
と
の
こ
と
で
す
が
、

当
町
は
医
療
生
活
圏
は
い

わ
き
市
の
病
院
が
多
い
と

考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
で
す
か
。

　

町
道
正
木
内
線
は
信
号

機
が
一
つ
も
無
く
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
下
る
車

も
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。

　

子
供
や
高
校
生
も
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
、通
勤
・

通
学
に
も
注
意
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

①
速
度
制
限
標
識
の
設
置

②
時
間
帯
通
行
注
意
立
ち

位
置
の
増
設

③
道
路
の
表
面
処
置

に
つ
い
て
対
応
を
お
尋
ね

し
ま
す
。 

　

徒
歩
通
学
者
の
通
学
路

の
安
全
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
か
、
通
学
路
を
広
く

町
民
に
知
っ
て
も
ら
い
協

力
を
得
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。

①
日
本
各
地
域
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
る
が
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
災
害
を
踏
ま
え
、

当
町
に
お
け
る
災
害
発
生

時
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

②
備
蓄
品
等
は
ど
の
よ
う

な
基
準
の
も
と
に
揃
え
ら

れ
て
い
る
の
か
、　

　

ま
た
備
蓄
品
の
使
用
基

準
は
あ
る
の
で
す
か
。

①
速
度
制
限
標
識
の
設
置

に
つ
い
て
、
県
公
安
委
員

会
、
関
係
機
関
と
協
議
し

対
応
し
ま
す
。

②
国
道
か
ら
直
視
で
き
る

位
置
は
国
道
と
な
る
た

め
、
国
土
交
通
省
磐
城
国

道
事
務
所
と
協
議
し
対
応

し
ま
す
。 

③
道
路
上
に
突
起
状
の
路

面
処
理
を
す
る
と
、
車
両

が
通
過
す
る
た
び
に
騒
音

が
発
生
す
る
こ
と
、
生
活

道
路
の
た
め
利
用
者
に
不

便
が
生
じ
る
こ
と
等
、
地

域
住
民
の
理
解
が
必
要
で

す
。
実
施
に
つ
い
て
は
慎

重
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

震
災
以
前
の
通
学
形
態

へ
の
準
備
を
進
め
て
お

り
、
通
学
路
の
安
全
確
認

は
、
広
野
町
通
学
路
交
通

安
全
推
進
会
議
を
設
置

し
、
危
険
個
所
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
は
、町
民
バ
ス
、

徒
歩
等
の
通
学
体
制
を
念

頭
に
、
広
く
周
知
し
、
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
に
万

全
を
期
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

①
気
象
台
・
県
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
等
の
情
報
を
踏
ま

え
、
防
災
行
政
無
線
や
エ

リ
ア
メ
ー
ル
に
よ
る
注
意

喚
起
、早
期
避
難
所
開
設
、

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
、
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
を
発
令
し
適
時
的

確
に
対
応
し
ま
す
。

②
備
蓄
品
等
の
基
準
は
、

災
害
発
生
後
一
定
期
間
、

被
災
者
の
生
活
を
確
保
す

標
識
・
道
路
表
面
処
理
の
対
応
を

町
長
／
関
係
機
関
と
対
応
し
、
慎
重
に
取
り
組
む

安
全
確
保
と
協
力
を

教
育
長
／
万
全
を
期
し
て
取
り
組
む

備
蓄
品
等
の
使
用
基
準
は

町
長
／
生
活
必
需
品
等
を
備
蓄

北
郷

北
郷

北
郷

町
長

町
長

教
育
長

る
た
め
、
高
齢
者
、
乳
幼

児
等
に
配
慮
し
た
飲
料
水

及
び
生
活
必
需
品
等
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
使
用
基
準
は
、
緊

急
時
の
生
活
を
支
援
す
る

備
蓄
品
の
適
正
な
確
保
、

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

速度とマナーは守りましょう


